
e
0

ISSN 0910 - 878S

虫 ニュース COLEOPTERISTS' NEWS
‘ 報 , .

No 73 oc,eber t986

, 0

日本産歩行虫ノート I I : 北海道で再発見されたセスジカタキパゴミムシ*
笠 原 須 磨 生・ 正 人

1873 年に, H. W. BATESがロンドン.[i虫学会会
報に公表した「日本の陸生肉食甲虫類」は, いうま
でもなく日本の歩行虫研究史の黎明期に記念すべ
き著作のひとつであるが,  これに記載されて以後
まったく記録がなく, わ
れわれにとって識の存在
となっている種もある.
セスジカタキバゴミムシ
Badtster t' i ttatus もその
ひとつであった.
本種は “Kawach i”

(大阪府河内) で得られ
た1 頭の雄に基づいて記
1成されたが,  この類とし
ては大型で色彩的特徴が
顕著であるにもかかわら
ず,  1 世紀条を経過して
なお追加の知見が得られ
ぬままになっていた. 筆
者らの知るかぎり, わが
国における本極の記述
は, 最近の中根猛彦博士
による日本産ヵタキパゴ
ミムシ族Badistriniの解
説 (l985) 中で, 詳細不明
のまま紹介されたものだ
けである. かって, 大英
博物館 (自然史) で基準
標本を実見されたことの
ある上野俊一博士は, そ
の印象をセスジヒラタゴ
ミム シ Agonum daimio
(BATES) に似た感じであ
ったと語っておられた
が,  この種とヵタキパゴ
ミムシ類の生息環境が同
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一一
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様に池沼の岸や河川数などの湿性の車地であるこ とか
ら,  このような場所が少なくなりつつある近畿地方で
は, すでに絶減したのではないかとさえ思われていた
のである.

図1. セスジカタキパゴミムシ Badister (Baudia)
υi ttat s BATES, ; 北海適日高支庁, 新冠産

したがって今回, 本種
が北海道で採集されたの
はまったく予想外の再発
見であったが, 同時に興
味深い事実も判明した.
すなわち, 筆者の一人で
ある森は,  l984 年6 月,
北海道波島支庁の八雲町
で, オサムシ類採集のた
めのトラップ設置中に1
頭の見馴れぬカタキバゴ
ミムシを採集したが, そ
の同定を依頼された笠原
は,  これこそ長いあいだ
探し求められていたセス
ジカタキバコ' ミムシにほ
かならず, 上速の黒紋が
よりfifi広いことを除けば
原記載によく一致するこ
とを確認し, 上野博士か
らも本種に違いないとの
ご教示を頂いた. 因に,
BATESの記載はきわめて
簡潔だが, 他に近似種の
ない顕著な種でもあり,
充分にその特徴をつくし
ていると思う.
さらに, 森は型1985 年

8 ~ 9 月に, 今度は日高
支庁新冠の山林で3 頭の
本種を採集したが,  この
時もォサムシ採集のトラ

* S. KAsAHARA & M. MoRt,  Notes on Japanese ground beetles, II: Badister t'i ttatus BATES 「ediSCOVe「ed
in Hokkaido, Northeast Japan.
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ッ ブ設置中に発見したもので,  どうやら本種は既知
種の多くとは異なり林地性のようである.  このこと
もこれまでの探索の言点であったかもしれない.
また, CslKI (1931) はュンクの日録中で本種を

Badister亜属として扱っているが, 中根 (同前) が
疑問視したとおり大顎の形態的特徴からBaudia iff
属に含めるべきものであることが判明した.
ここに,  この珍しいゴミムシを図示再記載してさ
らに新産地の発見と生態の解明を期待し, あわせて
日111から多大のご教示を更易わり, 本種の再発見をと
もに喜んでくださった国立科学博物館の上野俊一博
tに心から.ﾔ  謝の意を表したい

Badi8ter (Baudia) ui ttatu8 BATES
セスジカタキバコ' ミムシ

Badister ulttatus BATES, 1873, Trans en t. Soc.
London, 1873 : 258 ( Kawachi ). - Cs1Kl, 1931,
Coleopt. Cat., pars 115 : 907.一中根, 1985, j tli1
と自然, 20(11) : 22.
体長 6. 7~7. 2 mm, 体細一2. 6~2. 9 mm.  頭部と
上起の第1 ~ 5 間室は両端部を除きfn色; 頭11「i, 上

, 大顎と触角柄節の先端部から第9 節まで暗赤褐
色; 先端3節は淡色; 上・N1,  r1理交,  体下面は淡黄褐
色; 口肢の末端節は濃色; 上・N  と体下面には虹光沢
がある.
頭部は近緑の他種と形態的に大差がなく,  等径状
の微細印刻が強く, 光沢が鈍い. 大顎左片の上面は
強くえぐられ, 基部はコプ状に隆起する. 限は大き
いが, やや平たく,  こめかみは短く, 斜め. 前頭満
はf度跡的. 下唇基節の中央は軽く突き出る. 触角は
糸状で長く, 上;題の中央部に達する; 柄節は太く,
最長; 次節の約3 倍, 第3 節の約1. 8 倍, 第 4 節よ
りわずかに長い.
前胸背板は光沢がやや弱く, 横位で軽く中高, 同
属の邦産種のうちでもっとも丸みがある. 前胸幅 /
頭幅1.36~1.50, 平均1.42; 前胸1幅/前胸長 1.46
~1.56, 平均1.50. 前方1/3 でもっとも●富広く, 側
緑は孤状, 後方へ強くｷ、まる.  前縁はやや強く 入
し, 緑取られる; 前角は実出し, 先端は丸い. 後縁
は両側がいちじるしく斜め; 後角はきわめて鈍く,
丸いためにやや不明E・  側緑の上反部は細く,  後半
でややひろがり, 後角部では広く上反する. 基部凹
陥はやや浅く丸い. 正中条は細く, やや深い. 表面
は基部に縦しわ, 正中条の両側に横しわがあり, 等径
状の徴細印刻が後半部でやや明らかに認められる.
上地は光沢が強く, 長形. 上・地 /前胸幅 1. 33~

1. 38, 平均 1.36; 上 長 /前胸長 3. 19~3. 23, 平
均 3. 21; 上1超長 /上.tif幅 1. 54~1. 62, 平均 1. 58.
基緑は軽く1 l曲し,  斜め前方へ伸び,  側緑との会合
部は鈍く, 丸い. 111部は前方へ実き出し, 丸い. 側
緑は均等に軽く孤状, 先端は広く丸まり,  ときにや
や切断状. 条満は細くなめらかで, 基縁に達しない.
間室は平たく,  第3 間室に2 孔点があり,  前方約
l /3 と後方約1/3 で第2 条に接する.  会合部ぞいの
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黒被は第1 ~ 3 間室で基緑に達する個体もあるが,
第4 ~ 5 間室では基緑にとどかず, 後端は第1 ~3
間室で後方に延びるが, 地端には達しない.
節は全節にわたって上面中央に満があり, 基部

3 節は両側にもi 高ｪ�る . 雄の前fl : 節基部3 節は
広く,  クサビラ状のﾒ言着毛が �る
除茎はやや単直で基部が太い. 上面のキチン 化
部は細長い2 片状で先端に速する. 先端片はきわめ
て狭く, 中央がわずかに実出し, 下面に短い逆練が
ある. 下面は前方に先端に速するやや深い舟状高が
あり, その中央部に短い降起と基方に向く械がある.
左右の側片は 1 平で, 先端はやや切断状.
検視標本 : 1 , 北海道渡島支庁, 八雲町, 24. vi.

1984, 森正人採集;  1 1 9, 北海道日高支庁, 新
冠 (標高100m), 18. viii. 1985;  1 , 同, 19.
vi ii. 1985, 森正人採集.
分布 : 目本 (北海道, 本州).

図 2. セスジカタキパコ' ミムシ Badister (Baudia)
tlit tatus BATES, 3'・ 交尾器: a, 陰茎左側面;
b, 同前半部上面;  c, 同前半部下面;  d, 左側
片; e, 右側片.
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(笠原 : 千葉県船橋市; 森: 北海道札中足市)
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0南西諾島未記録のゴミムシダマシ若干の分布記録
筆者は「原色日本甲虫図鑑 (m)」(保育社) に分
布記録のない南西諸島のゴミムシダマシ類を次の通
り採集, 所有しているので報告しておきたい.
報告に先立ち, 一部の種の同定をお願いした平野
幸彦, 益本仁雄の両氏,  ならびに費重な標本を恵与
された酒井 香氏に厚くお礼中し上げる.

1. マルヒラスナ ゴミムシダマシ Diphyrrhyn-
chus oharensis NAKANE

12頭, 宮占島友利, 25. vii i985,  酒并香採集.
2. ヤェヤマオオスナゴミムシダマシ Gono-

cephatum kondoi MAsuMoTo
12頭, 西表島大原, 24. 11. 1984.
本種は, MAsuMoTo (1983) により石垣島産の標
本で記載され, その後MAsuMoTo (1985) のリスト
では分布地と して西表島が追加されたが, その基に
なった資料は筆者採集による上記のデータであり,
西表島における具体的な本種の記録が報告されるの
は今回が初めてと思われる.

3. コマルチビコ' ミムシダマシ Nesocaed ius

mt'm'mus (M. T. CHOJ0)
上記3 種は, いずれも海浜の砂の中より採集され
た.

4. ヤェヤマキノココ' ミムシダマシ Ptatydema
cetatum NAKANE

2頭, 石垣島パンナ岳, 20. 11. 1982; 20頭,  同
所,  9 . ix. l982.

5. ツノチビゴミムシダマシPentaphyl lus phaip-
pinensis KAszAB

13頭, 石垣島バンー:t-iii, 9. ix. l982.
6. ョツノチビゴミムシダマシ Pentaphylius

guadricorm's GEBIEN
12頭, 石垣島バスナ岳, 27. 11. 1984.
7. フタヅノチビコ' ミムシダマシ pc'ttaphyllus

dilat iPes SHIBATA
12 -1311,, 石垣島パンナ岳, 27. 11. 1984.
上記4 種は共に腐朽の進んだキノコの中から採集
した.

8. アマミクロホシテントウゴミムシダマシ
ir isPia japom'ca KAszAB

1頭, 宮古島友利, 25. vii i985, 酒井番採集.
(東,,,都世田谷区, 沢田和宏)

0ワタミヒゲナガソ ウムシの一生態例
ワタミヒケ'ナ力' ゾウムシ Araecerus fasciculatus

DE GEERは, 世界各地に分布し, 乾操ーンニ ク ・ コ

ヒー ・ 話'実・ 種々 の小枝などにつく種であるが,
今回, 国芸用の固形肥料より本種が得られたので報
告する.

13 頭, 東京都足立区北千住, 30. vi ii ~6. ix. 1985,
海老原裕之採集.
本例は鉢植のランに使用した固形肥科に飛来した
もので, f付近には林もなく, 国形肥料より発生した
形跡もなく,  どこから飛来したのか不明であるが,
都会の中での興味ある例である. 後日, 本種が飛来
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した固形肥料を点検したと ころ, 幼虫を多数確認す
ることができたので, t英食・ 産卵をおこなっていた
ことがわかった. 固形肥料は,  ニツサン肥料のフラ
ワー & グリーン・ メイトで, 配合成分は集f重i油か
す60%, ;i製骨粉25%, 魚粉15% である.
末筆ながら, 同定および種々 ご数ノr、を員易わり発齦
を勧めてくださった妹尾俊男氏に厚くお礼中し上げ
る.   (東京都豊島区, 江本健一; 東点都足立区, 海
老原裕之)
0栃木県黑磯市でヒラヤマコブハナカミキリを採集
ヒラヤマコブハナカミキリ Enop1oderes b icolor

OHBAYAsHIの栃木県下の記録は,  すでに条 ( l980)
が塩原町から報じているが, 本種は東京都高尾山や
静岡県の一部で多数得られている他は, 青森から福
岡まで28 都道府県で記録されているもののいずれ
も局所的で, 確認個体数も少いことから県下のもの
を追加記録しておく.

l , 黒磯市百町深山 (小蛇尾川源流域), 21. v.

1986, 西垣士郎採集
本個体は, 夕刻樹林内をゆっくり飛期し林床に止
まったところを素手で採集したものである ( t英は
量り). 採集地点は標高約730mの斜面上部で, s
生はハウチワカエデ, ハクウンポク, トウコ'クミツパ
ツツジ等からなるイスブナースズタケ林であった.
末筆ながら話 , ご教示下さった 藤秀生 -に深謝
する. なお, 標本は同氏が保管している.
参考文献
条久仁雄 (1980) 月刊むし, (115): 34
森島直裁 (1980) インセクト, 31 (2): 77
栃木県立博物館 (1984) 栃木l◆の力ミキリムシ: 23
(東京都小平市, 西垣士郎; 1、京都l l 'l '区, 松本俊信)
0ナラノチャイロコガネの冬期採集例

1983 年 l2 月28 日, 筆者の住む利根川流域におい
てォサ掘りの最中, 土中よりナラノチャイロコ力'ネ
ProagoPertha Pubicouis (WATERHOUSE) 1 3、を採集
した.  本種の冬期における採集例は無いようなの
で,  ここに記録しておく. なお, 本種の同定をお願
いした小林裕和氏にお礼中し上げる.

(群馬県明和付, 長島洋二)
0ヤマトヒメメダカカツコウムシ茨城県に産す
ヤマトヒメメ ダカカツコウムシ ・Veohydrus ho-

zumi i NAKANEは, 愛知県 内川河l_1付近のョシより
穂積俊文博士によ り多数採集された標本を基に比較
的最近発表された種類である. その後神 川.県から
記録されたが, 筆者は筑波大学の大桃定洋博士が採
集された下記の標本を検したので報告する. 標本意
をご与下さ り, 発表を許された大桃博士に深謝する.
3頭., 茨城Ia土浦市突塚, 23. vi. 1984.
すべてョシのスイーピングより得たとのこと.
者の台湾,  タイでの本属が含まれる数種の採集経験
では,  シイ類の花上に集まり, すべてコパネ型のも
のだった、 (横浜市金沢区, 秋山lit洋)
0福島県のコメツキダマシ科 ( l )
従来, 福島県よりのコメツキダマシ科の報告はき
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わめて少なかった.  今回,  黒沢良彦博士が集められ
た国立科学博物館所蔵の標本と,  筑波大学の大桃定
洋博士よりご恵与いただいた標本で第一報をまとめ
ることにした.
本報告に当り, 標本の発表を快く許された黒沢,
大桃両博士,  ならびに露木繁雄氏, 文献で大変お世
話になった愛媛大学の久松定成氏に深謝する.

1. ナガコメツキダマシ Isorhi j)is banghaasi
(REITTER, 1899)

l ,3、,  いわき市江田, 10. vi l.  1972; 2 , 同,
17. vi l. 1983,  すべて大桃定洋採集.

2. ヒメフ トコメツキダマシ BiotylusJaponensis
(FLEUTIAUX,  l900)

l 頭, 湯ノ花, 7. vii i948,  111沢良彦採集.
3. キンケヒメフトコメツキダマシ B pi1oselius

HIsAMATsU,  l959
l頭, いわき市江田, 24. vil.  l982, 大桃採集.

4. ツヤヒメコメツキダマシXylobius rufomar-
ginatus FLEUTIAUx, l923

l頭,  岩瀬郡天栄村二岐沢, 7. vil,  1949,  永山
幸一採集.

5. コクロコメツキダマシ Eur'yptychus teu, Isl
FLEUTIAUx, 1923

4 頭, 河沼郡柳津町七折坂, 13. iv.1948, fit沢採集.
6. オニコメツキダマシ Hy1ochares harmandi

FLEUTIAUx, 1923
1頭,  いわき市四時川溪谷, 29. v. 1982, 大挑採

集.
7. ヒゲポソヒメコメツキタマシ HyPocoelus

harmand i FLEUTIAUx,  1900
1 頭, 南会津田代山, 9. vii i94S, 中根猛彦採集.
8. H. sp.
1頭,  南会津下郷町,  18.  vil.  1948,  永山採集.
久松氏によれば, FLEuTIAuxが日本より記録した
ヒメコメツキダマシ a JapomcMs FLEし'TIAUX,  l902
の中には数種が混入しているとのことである.

9. メスグロミゾコメツキダマシ Torigaia bi -

cojor H1sAMATsU et SAT0, 1957

1 , 湯ノ花, 26. vil.  l975,  露木繁雄採集.
10. ニホ ンヒメミゾコメツキダマシ Dro 'naeolus

m'pponem's FLEUTIAUx, l923
1 頭, 会津若松市背炙山, ll . viii. 1947, 黒沢採集.
11. フ トチャイロコメツキ ダマシ Fornaa: Icu, Isl

FLEUTIAUx, 1923
2頭, 河沼郡湯川村,  12. vii i949,  黒沢採集.
12.  フチトリコメツキダマシ Dirhagus pectini-

cornis HIsAMATsU, 1 960

l ,  いわき市江田,  17. vii i983, 大桃採集.
13. ムナクポミゾコメツキダマシ D tot'eolatus

FLEUTIAUx, 1923
l ,  南会津館岩村, 22. vi.  1985, 大桃採集.
l4.  コガタフチドリコメツキダマシ D.  mysta-

gogus FLEUTIAUx, l923
1 ,11、,  南会津館岩村 i建沢林道,  20. vi.  1982, 大
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桃採集.
15. トゲナガミゾコメツキダマシ RhacoPus

modestus (FLEUTIAUx, 1923)
1頭, 原町市赤根林道, 23. vi. 1980; 1頭, い

わき市江田. 24. vii i982, すべて大桃採集.
16. キイロナカミゾコメツキダマシR.miyatakei

(HIsAMATsU, 1955)
1頭, 江田, 6. viii. 1982, 大桃採集.
17. Melanoscython sp.
2頭, いわき市四時川溪谷,  29. iv. l982, 大桃

採集.
フィンランドの Dr. J. MuoNAによれば, 上記

の属の未記載種であると言う. 詳細は公表されてか
らに讓りたい.
合計 l7 種を記録したがまだ手許に未同定のもの
が数種あるので追って報告していきたい. なお私の
調べた所によると, l を除き福島県未記録と思わ
れる. (横浜市金沢区, 秋山黄洋)
0利尻島, 北海道のチビシデムシ3 種 (チビシデム
シ科分布資料 4)
利尻島と北海道本島から未記録と思われるチビシ
デムシが手許にあるので報告する.

CatoPs sparcePunctatus JEANNEL ミヤマチビシデ
ムシ

1 , 利尻島長官山附近, 7. viii. 1984, 松本俊
信採集.
本種は本州と四国から知られていたが, 久松・ 林

(1985) は北filii道を追加した. 利尻島からは初めて
記録されると思われる. i t lllな標本を恵与された松
本俊信氏にお礼中し上げたい.

CatoPs angttstipes apicalis poRTF.v1N アカア シチ
ビシデムシ

1 , 画館市七重浜, 4. ix. 1983, 沢田和宏採集.
本種は本州と四国 (久松・ 林, 1985) から知られ
ていたが, 九州でも以前から採れているらしい (例
えば高倉, 1981, '83).  しかし, 北海道からは来記
録と思われる. 採集者の沢田和二氏にお礼中し上げ
たい.

Catopodes fuscif rons (KRAATz) クシヒケ'チビシ
デムシ

1 , 渡島支庁大千if f ff・二股, 24. vii i. 1986, 筆
者採集.
本種は従来, 国内では本州, 四国, 九州, 屋久島
から記録されていたが, 久松, 林 (1985) は 美大
島も含めた. 北海道からは初めての記録となる.

(神奈川県座間市, 西川正明)
0ヒメサビキコリの系統について
ヒメサビキコリの仲間は地上性で, 一般に河原の

砂礫中などに生息する. ｮ1平な体と短く突出した体
毛など他のサビキコリの仲間とはやや異つた体形を
しているので, 古くはサビキコリとは別の独立した
属 (Colau1on または Cryptolacon) として扱われて
いたが, 現在ではサビキコリ属 ( Agrypnus) の1 亜
属 (Colau1on) として位置づけられている.

- 4 -
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しかし, ヒメサビキコリの仲間が, サビキコ
リの仲間とはやや異った方向に分化しつつあること
は事実で, その実体は生態面により強く現われてい
る. 生息場所が比較的限られていることとは別に,
ハマベヒメサビキコリ (A mlyamotoi) のように海
浜性で, 後地が退化したものが存在することは大変
興味がある.
サビキコリの伸間とヒメサビキコリの仲間との形
態上の大きな差の一つに, 輸の体毛が-Ill状で規則
正しく生ずることがあげられる. 体毛は図A, Bに
示したように,  ヒ サビキコリの仲間は短大で先端
が強くくびれているが, 基本的な形態はサビキコリ
のそれと相同である.  また, 肢のJI'、.に生ずる関1毛は,
基部内側に生ずるものと,  さらに外側の基部近くに
生ずる1 本の剛毛 ( ↑印) とがあり,  これも両者は
相同である.
これらのことから判断して,  ヒメサビキコリの仲
間はサビキコリの仲間とはきわめて近い関係にあ
り, 両者を同属内の種として処理する現在の分類体
系はきわめて妥当なものと思われる.
図Aはヒメ サビキコリ(A. scrota) の通軸の体毛,
図Bはハマベオオヒメサビキコリ (A miyamoto i

tsukamotoi) の通輸の体毛,  図Cはシロモンサビキ
コリ (A. scuteuar is scute11aris) の肢の爪の剛毛を
示す. ( 岡崎国立共同研究機構, 大平仁夫)

No. 73 (October 1986)

後藤光男君を偲ぶ
大 倉 正 文

思えば40有余年にわたる永い付き合いであっ
た. 慢性肝炎からの食道静脈瘤で, 親友を失なう
ことになろうとは. 10数年前に胃減場の手術を
受けた際の輸血により血清肝炎にかかり, 時々 病
院へ通っていたことは知つていたが,  まさかそれ
が元であたら62 才の人生を終ろうとは夢にも思
っていなかった.
平生は至って元気で, 時々一緒に近くの山々へ
採集に赴いた際も常に先頭を歩き,  ビーティング
を行ったり, オサ掘りを共にした場合も, いつも
私よりも倍以上の成果をあげていたものである.
非常に几帳面な性質で, 採集して来た甲虫類,
特に:要t虫の小さなものまで一つ一つ触角や肢をき
ちんと整えてきれいな標本を作り, お得意の活字
押し器でデータラベルを印刷し, 標本補に収めて
あるのは見事なものであった.
また, 一時ヒメドロムシの克集に熱をあげお供
したこともあるが,  2 人でドジョウ掬いよろしく
金綱を持って川へ入り, 上流の小石や砂を き回
して, 金網で受けるという方法で採集したもので
ある.  これ等の装虫やヒメドロムシは故野村 鎮
氏に送られ Aphodiusgotoiや 0rdobreoia gotoi,
Zaitzeuiaria gotoi等の種名が阿・tけられて,  我が
国の 虫界に寄与している.
それは初冬の或る一 日であった.  ドウキョウオ
サムシの採集を目的に後藤着ほか1 名の3 人で金
岡ll山へ出i l lけた.  ローブウェイで山頂駅へ着く
と, 山上の樹々は一面に見事な務氷を是していた.
恐らく気温は零度以下で, 寒さがひどくじっと立
っていることができず, そのうえ北西の風が強く
手がかじかんで, オサ11出 りどころではなかった.
尾根の東側の少しは西風の当らぬ場所で 食をと
ったが, らくすると寒さのため力 タカ' タと麓え
がくる. 後藤着と友人の2 人は内部から暖めるわ
と持参のウイスキーをチビチビやり出したが, ア
ル コ ールの全然だめな私はただ震えながら見 ' ':め
るのみであった.
前述のようにt受性1fF炎になってからは, 定期的
に医者の診察を受けていたようであるが,  アルコ
ルの量だけは医者の指示に従わず, 定量しか与
えられぬと白身で買いに行って, 毎晩チビチビや
っていたようである. これが寿命を縮めた原因で
はあろうが,  またごj量族の方々には中訳ないが,
同着は好きな甲虫を集め, 好きなアルコール類を
i ｮ能して,  幸福な人生を送ったように思われる
ただ,  もう少しは長生きしてほしかった. そうし
て一結に採集にも行きたかったが,  これも今とな
っては詮無いことである.
幽明その境を異にするようになってしまった
が, 心から同-11の重安かれとご p一福を祈る次第で
ある. (神戸市東灘区)
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0北海適燒尻島の甲虫類
横浜国立大学教授青木i享一博土は昨年 (1985)10
月に北海道留朋支庁 , j前郡焼尻島と天クt島の土壊動
物の調査に赴かれた際に, 10月3 日に焼尻島のイチ
イとミズナ ラの原生林中の朽木や倒木の下などから
者干の甲虫を採集された. 焼尻島は一 V売島と並んで
北海道の西岸にある小島であるが, 天売島とは異つ
て原生林も残されており, 興味のある種類もあるの
で報告する.

1. アオカタビロオサムシ Ca1osoma t'nquisitor
CyaneSCenS MOTSCHULSKY

l 頭.  ・地補のみ.
2. モモブトシデムシ .、1ecrodes nigr icornis

HAROLD
1 ,i、. やや小型の個体である.
3. ヒラタシデムシ Si lpha j)erforata GEBLER
4 (3、 3、3 . 北海道本島のものに較べ, 明らか

に小型 (体長15~ 16 mm) で111金色がやや強い.  こ
の様な特徴は北海適本島のものよりはむしろi華太の
ものに一致する. あるいは北海適本島のものとは別
Ill和l- として「メ別した方がよいのかも知れないが, 同
じく北海適西北岸にあり,  さらにlilt太に近い利尻島
産の標本を検していないので,  これ以上の言及は避
けたい.

4. クロヒラタシデムシ Phosphuga a t r at a

(LINNt)
1 1 9. 北海道本島産に較べ, やや光沢が強い

二と以外に格別な相異は見当らない.
5. ミヤマ クワガタ Lucanus macuufemoratus

MOTSCHULSKY
1 9 . 頭胸部と 軸のみ. 恐らく北海適本島と同
じェゾミヤマクワカ'タ f hopei PARRYに属するも
のであろうと推定されるが, を検してないので決
定できない.

6. スジクワカタ Macrodorcas st riatipennis
MOTSCHULSl、, 1 .

7. セ ンチコ カ:;f、 Geotrupes laetl istr iatus
MOTSCHULSKy

l 3、2 . 体色は北海道本島のものに似て店金
色の光沢が強く, 利尻島や礼文島のものの様に鐵い
紫色を帯びることはない.

8. キマワ リ Plesiophtha1,nus m g r ocya neus
MOTSCHし'LSKY

3 . 小型で黒色, 上・越の縦条溝,は強く深い.
9. セスジホソクビキマワリStone)pha;nesstrigi-

penmS (MARSEUL)
1 e . 北海道本島のものと大差がない.
10. ナガクチカクシゾウムシの1 種 Rhad ino-

merus sp. l 頭. 種名は確定し得なかった.
最後になったが, 標本を恵与された青木教授に深
謝する. ( 東京都tif 田谷区, 黒沢良彦)
0北海道渡島大島における数種の甲虫について
渡島大島 (オシマオオシマ) は, 北海適松前町江
良 (エラ) の西約 50km (N 41'30' , E l39°20') の

第 73 号 (1986 年10月)

日本海上にある周囲16kmの無人島である.
筆者はこの島で数種の「Fl虫を採集しているので古
い記録ではあるが報告する.
なお種の同定については石田正明氏のお手をわず
らわしたので深く感謝する.
エゾカタビロオサムシCampalita chinense KIRBy

2頭, 10. vil .  l 982.
セアカ オサム シ Hemica rabus  tubercu1osus

DEJEANet B0lsDUvAL 1頭,  18. vi.  l982;  1頭,
7, vil . 1982,  16 頭, 10.  vi l. l 982.
サビキコリ 4grypnus binodulus MoTscHuLsKY

1頭,  l8. vi.  1982;  7頭,  10. vi l.  1982.
エゾヒサゴコメツキ νpoht s aeneom'ger M lwA

1頭,  l4. vi l.  1982.
クシコメツキ Melanotus legatus CANDiizE

4頭,  13. vil.  1982.
ムネマルヒョウタンゾウムシ ‘Sympiezomias

amplicolh's NAKANE 1頭,  10. vi l.  1986.
なおスジコカネ類については石田氏により本誌

No 59 (Nov. l982) に記録されているので参考とさ
れたい. (北海道稚内市, 長尾 康)
0福島県の力ツコウムシ (1 )
従来,  福島県のカッコウムシ科の報告はほとんど
見られなかった.  先般,  筑波大学の大桃定洋博士よ
り ご恵与いただいた多数の甲虫の中にいくつか含ま
れていたので第一報として報告しておく. 発表を許
された大桃博士に深謝する.

1. ホソカツコウムシ Clad iscus obeliscus LEWIS
l頭,  いわき市四時川,  17. vil. 1981;  1頭, いわ
き市江田, 6. vil.  1982; 1頭, 同上,  24. vi l.
1982.  クリ, コナラのビーティングにより得られた.

2. イ力' ラシカッコウムシ Ti11us igarashii KoNo
5頭,  いわき市江田, 材採集, 27. iv. 1980, 羽化脱
出,  10~20. v.  1980.
クリより4 頭,  オニグルミより1 頭, 羽化脱出.

後者のホストは新知見と思われる.
3. クロダンダラカツコウムシStigmatium na-

kanet IGA l頭,  いわき市江田,  10. vi l.  1982.
4. ムナグロナガカツコウムシ Opiio m'porn'cas

LEWIS 2頭, 原町市赤根林道, 22~23. vi.  1980;
2頭,  いわき市江田,  材採集, 27.  iv.  1980,  羽化
脱出,  16~20. v.  1980;  3頭, 同上, 5. vi i i980;
1頭,  同上,  4. vil.  1981; l頭,  同上,  24. vil.
1982;  l頭,  同上, 6. vii i.  1982.
赤根林道のものはクリより羽化脱出した.
5. キムネッッカッコウムシTenerusmactt licouis

LEWIS 7頭, 原町市赤根林道, 6~23. vi. 1980;  2
頭,  いわき市江田,  10.  vi l.  1982.
赤根林道で採集された一 頭は前胸背板に班のない

ab. tgo,M s LEWIS である.
6. ルリッッカツコウムシ Tenerusleu,Isl LoHDE

1頭,  いわき市江田,  19. v.  1981.
以上すべて大桃博士採集.

( 横浜市金沢区, 秋山黄洋)
- 6 -
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0サキシマケシマグソコガネ中l l諸島の記録
サキシマケシマグソコがネ Psammodius kondoi

MAsuMoToは, 石垣島および西表島産の標本を基に
1984 年に記戦されたマグソコ力 ネであるが, その後
の記録を見ないようなので, 筆者が沖 諾島の久米
島などで採集した記録を報告しておきたい.
多数, 久米島謝名室, 27. 11. 1986; 多数,祥西長島,

22. 11. 1986.  原記破で報告された石垣島吉原およ
び西表島大原産の paratype標本は筆者採集による
ものであるが, 吉原, 大原とも海岸での採集は渡打ち
際に近い砂地で行ったため多くの個体を得ることが
出来なかった.  しかし, 今回報告した2 ケ所は共に
海浜上部の植物根際の土が混つた砂中より採集した
もので極めて多くの個体が見られた. 恐らく今回得
られた個所が本種の本来の生息場所なのであろう.
なお, i額長島は沖紐本島那翻空港の目と興Lの先に
ある小さな島であり, 沖組本島の西側の海岸には本

No. 73 (October 1986)

種が生息している可能性が高い.
(東京都世田谷区, 沢田和宏)

0シロスジコガネ最北の記録
シロスジコガネ Polyphylla albolineata (MOTS-

cHuLsKY) は, 北海適, 本州, 伊豆諾島, 四国, 九州
に分布し, 海岸のマツ林などに生息する極である・
北海道からは渡島半島からのみ知られていたが, 青
山 (1985, .Jessoensis, vol. l2) により口高支庁の沙
流郡門別町から記録された. '11者は今回, 北海道北
部の苫前町産の本極の個体を見ることができたので
最北の記録として報告しておく.

1 , 留 支庁苫前郡 ,前町上平, 1. viii. 1985,
生平利明採集.
本個体は, 古丹別川河口付近の日本海に面した砂
浜海岸において採集したものである.
末筆ながら, ft重な標本をご1ti 'i一下さった生平利
明氏に深謝する. (北海道 川市, 松本英明)

新 刊 紹 介

森本 桂・ 林 長閑編著 原色日本甲虫図鑑 ( I )
保育社 (1986 年5 月), 323頁, 113 図版, 定価4 000 円

保育社の原色日本甲虫図鑑の第1 巻が全4 巻のし いで, それぞれの,1?当記 'i iの近くに置いたほうがよ
んがりとして本年5 月に出版された. 森本 性・ 林 かったのではないかと思うが, 細集のつごうでやむ
長閑両氏の編著で, これに佐藤正:棒,  上野俊一,  - を得なかったのであろうか. 生態の項では両細著者
澤良彦, 佐 治々寛之の4 氏が共著者として一部を担 による記述のほかに,  佐藤,  上野,  .ﾅ、l擇の3  氏が
当しているが, いずれも日本における甲虫類研究の それぞれお1ijj、の分野である 水生の,ll虫, 特殊環?境トップクラスの方がたであることは会員諾氏にはあ 見識 lf司, _'' 味? 説 業
らためて説明するまでもないだろう・ _         り,

に
特に黒 構1;よるジョゥィ類とハナカミキ

この 1 は4 巻から るこの甲虫図鑑の総論差 リ類との間に見られるti要態現象の記述はなるほどと
というこ とになっているが, 従来の図鑑とは全く起 感心させられる.
を異にし, 甲虫類の形態, 生態, 未成熟期, 系統・ 幼虫に関する事項はすべて林博士の in当である
分類, 分布, 人類との関係など多方面の問題をとり が, 112 プレートに及ぶ幼虫の図は圧 -である・ 幼虫
あげて, 興味深く解説されている. このほか, 日本 の科までの検索表はほ 1; j どすぺての科を 、 一 し

日分類表や甲虫の系統と分類に関する主要文 ており, . ? i:;II~「V巻で採用されている分類体系と
う

'

し
さ れ て 、て' 第n ~ 巻を効 に使 統:  ;ず'幼基構厲うための良し手引ﾉ fになってしるのは勿論で� までも外国ではいくつか発表されているが, 林博士

が, さらに進んで「filii学の概要を把t屋するのに好適 の示された検索表はそのどれよりも使いやすく, 優
と思われる. れているように思う. 幼虫の図は大多数が博士みず
紹介者はこの を手にしたとき, すく-に戦前の名 から描かれたもので, これまでに幼虫形態の知られ
著 r日本甲虫分類学」を思い出した.  この は当 ていなかった種も相当数含まれているが, そのほか

, .
-

. 、 に20科にわたる内外産の幼虫が示されている.掲載時, 大変好評を博したものであるが' 何としっても された幼虫は総計171 種でそれほど多くはないが,半世紀も削に出版されたものである力: ら, 今日から 日本から記録のある科のほとんどすべてのものにっ見れば当然のことながら物足りぬ感があるのは否め いて少なくとも科ごとに1 種は図示されているの
ない. はるかに充実した内容をもっこの原色日本甲 で, 豊富な部分図とあいまって検索表を利用するの
虫図鑑 ( I ) の刊行は甲虫類の研究家に大いに歓迎 に大いに役立つことと思われる. 今後は幼虫に特に
されると思うが, 以下内容についての感想を二, 三 詳しい研究者でなくても, たいていの幼虫を科のラ
述べてみたい. ンクまで何とか判別することができるようになるだ
系統と分類の項は森本博士のfl当(科の検索、表 ろ

し
う
、ずれにせよ, 他に期を見ない r甲虫学解説」とみ佐々治博士の -当) あるが, 内クtの文献を渉, もいうべきこの,t,は一般のj1虫学研究者にとってもして得られた知見を, 論議を加一̂ながら, かなり詳 非常に有用であると思われるが, 特に甲虫の研究を

しく紹介されているので, 教えられるところが多い・ 志す人には座右に備えて大変使利であると信ずるの
ただ欲をいえば, 類緑関係を示す図など (成虫の形 で, 他の3 巻と共にこの第1 を抽えておくことを
態の項の解説図も同様であるが) を一個所に集めな おすすめしたい. ( 東京都豊島区, 黒佐和義 )
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0コアリガタハネカクシの北海道の記録
コァリ 力' タハネカクシ Mega1()paederus Icu' Isl

(CAMERON,  1930) は本州 (中部以北) のILl地帶に限
り分布する である. 今回, 九州大学 学部., ,虫学
数室所蔵のハネカクシの中に北海道から採集された
個体を見出すことができたので,  ,llい記録ではある
が下記のとおり報告する.

1 (i、, 29. vi ii . 1951, 北海適札中It, 松田 (1. MA-
TSし'DA) 採集.
本個体の雄交尾器は本州のものとまったく変わら
なかった. ( jL州大学 学部, 直海俊一郎)
0ムナビロナガゴミムシの福井県における記録の訂
正

l一福并県是虫日録」  (福井県, 1985) にはムナビ
ロナガゴミムシが初記録として採録されているが,
学名が Pterosticlitls straneoi HABし' となっているの
で P abaciformis STRANE0 と言1正する. 産地は筆
者の標本によるもので, 笠原,fl磨生氏に同定してい
ただいたが学名の誤記は筆者のチェックミスで起こ
ったことであり, 笠原氏には大変ご迷!litをおtitけし
た.  この場を情りてお Itびしたい.
本種は目録で記した通り, :fl葉山が未公表の産地
を含めもっとも西の分布地となる. 筆者が採集した
環境は標高450m以上の温特樹林帯 ( ブナ帯) 下部
にあたり, 鶏肉の腐肉トラップで得たものである・
冠ILlでは標高1,000 m以上のブナ特中部で, 明るい
尾根の同様なトラップに入った.
なお,  日録の刊行後, 福井1f1のゴミムシ類は20
種以上の追加が確認されているが, 機会を改めて報
告したい.  来筆になったが, 誤りをご指描下さり,
多くのご教示をいただいた 原氏に心より深く感翻
したい. (1t i井県坂井部, 斎藤昌弘)

- く連絡・ 報告> =
0原色日本甲虫図鑑]I-「Vの追補・ 正誤表について
保育社から下記の文章の掲破依頼を受けま した.
会員の方がたの便」◆を配1  して掲l j  しま
「この度, 読者のみなさまからの要望もあり, l原
色日本甲虫図鑑n ~「VI の追補・ 正‘誤表を森本 性
先生の細集で作成いたしました.  ご希望の方は, 送
料 ( l 部 l20円, 切手可) を同封のうえ, 小社タtに
ご請求ください.  〒540 大阪市東区上町1 -17-13
(株) 保育社『原色口本lTl氏A図鑑l  係」

昆虫の器具は「志資昆虫」へ ;
日本ではじめてできた有頭 虫針 ! !
1, 2, 3, 4, 5号 (各号100本180円)
なお, 有頭針00,0号もできました。 その他, 採集,
標本整理用各種器具も取描iえてあります。
〒 150  束京都渋谷区渋谷1 丁目7 - 6 ]

電 話 (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 束京 21129 :

志賀昆虫普及社

第 73 号 (1986 年10月)

0採集会報告 昨年の山製県大:部Eにおける採集会
にひきつづき, 第3 回採集会を群馬県 積温泉の金
湯館を根拠地として6 月7 ~ 8 日におこないました
初日は時折雨まじりの一Vt殃でしたが, : ・ 日は回復
参加者は19 名. 広集樹林の良好な環境のもとで, 各
自数 ,, の収整を得て, 夜は 談を楽しみました・ 違
路をいとわず参集された会員語氏, お世話になった
金湯館の各位, ならびに差し入れなどのご高配を頂
いた東京 業大学の後開場大一数授に感謝いたしま
す. なお, 来年も採集会の開確を予定しております・
希望地, 推鷹地がありましたらお知らせ願います・

(世話人)

参加者氏名 (ABC順, 敬称日各)
r可部光典, 林 長 , 古田 治, 岩崎 博, 井沢
高行, f原.動ff生, f[.!沢良彦, 松本「,ll - , 南 fE之,
岡島'l・f太郎, 岡島礼次郎, 岡島秀治. 岡島由利子,
Ill:井厚子, 妹尾俊男, 田尾 美野留, 上野俊一, 渡
辺,一̀明,  吉谷昭 1;

甲虫談話会
会贊 (ーケ年) 3000円, 次号は1211下句発行予定

投和i,?切は l l J] 2011
発行人 上野俊一
発行所 甲1上談部会 東京都合東区上野公国
国立科学tli 物館動物研究部内
電話 (364) 2311, 振替東京 0-60664
印刷所 創文印刷工業株式会社

タツミの昆虫採集器具
ドィッ型標本:111111  木製大 ￥ 5,000, 桐合板製

インロー型標本純中￥1,700, 送料一總にっき都
内及第一地帶: 3 個以下￥1,300,  4 個以上￥850
(以下同様), 第2 地帶￥1,500, ￥950, 第3 地帶
￥ 70:): ￥1,050,i?:他, 無 具, 針などを製作
販71: して ます。カタログを御・匤♂ｺさい。 (￥60

タ ツ   ミ   製 作 所
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〒 113 束京都文
電 話 (03)811 - 4547,

京区湯島 2-212-25 、

振替 6 - 113479 1
、ー 一 _ _、_ _ -


